
子どもの７人に１人が貧困であると言われている時代。 

これは、もはや家庭や学校だけの問題ではない。 

「自分だけ」、「だれかがやれば」では解決できない大きな社会問題。 

その大きな社会の軋みに苦しむ子どもたち。 

「今、“私たち”がしなければならないこと とは・・・」 

手遅れになる前に、今考え、ここから“アクション”を！！！ 

 

「子どもの貧困社会における地域の支援のあり方」13:00～15:00 

コーディネーター：金澤 ますみ氏（大阪人間科学助教） 

教育現場 ：森 丈太 氏 （京都市立小栗栖小学校 学校長） 

行政/福祉：石飛 英人 氏 （京都市伏見区福祉事務所醍醐支所課長） 

地域 NPO：幸重 忠孝（山科醍醐こどものひろば代表/ 

スクールソーシャルワーカー） 

 他、地域の子どもに関わる実践者も来場予定。 
 

〇地域実践報告 15:10～15:50 

①「生活困窮・養育困難家庭へのトワイライトステイ事業」 

②「学まちコラボ事業 子どもの自己肯定感を高める通学合宿」 
 

終了後 名刺交換・交流会 16:10～16:50 
※交流会後、18:00 より懇親会を予定しています。ご希望の方はお伝えください。 

 

     

 

日 時 ２０１０年１２月２２日（水） 

シンポジウム 13:00～16:00 

名刺交換会（任意）16:10～16:50 

会 場 京都市醍醐交流会館会議室１・２ 
(伏見区醍醐高畑町 30‐1(パセオ・ダイゴロー 

西館 2 階 市営地下鉄東西線醍醐駅下車)  

定 員 ８０名  参加費 無料 

問合せ先：山科醍醐こどものひろば 

Tel・FAX：075-591-0877 メール：kodohiro@gmail.com 

 

 

プログラム 12 月22 日（水） 
開催日 

主催：（財）こども未来財団 NPO 法人山科醍醐こどものひろば  

 

第2弾 

（財）こども未来財団 子育て支援者向け研修事業＜小規模研修会＞ 

 


